
単機関研究用 

 

当院では、下記の臨床研究を実施しております。 

本研究に関するご質問等がありましたら、下記当院の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象となる方の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究

計画書及び関連資料を閲覧することが出来ます。また、試料・情報が当該研究に用いられることについ

て、患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない場合にはご連絡いただければ研究対

象としません。 

 

記 

 

研究機関名 地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 

整理番号 26-598 

研究の名称 
クロピドグレル投与患者におけるプロトンポンプ阻害薬（PPI）併用実態と処

方選択に関する後方視的検討 

総研究期間 研究機関の長の許可日 ～ 2028年  3月 31日 

試料・情報の利用を

開始する予定日 
2026年 7月 22日 

研究の対象 
2024年１月～2025年 12月の期間に脳神経内科・脳神経外科病棟（6東・SCU）

から退院した患者のうち、入院期間中にクロピドグレルが処方された方。 

研究の目的 

クロピドグレルと PPIの同時処方が計画外再入院および生存率に与える影響を

調査し、最適な支持療法の探索を通じて適切な薬物療法の推進に寄与すること

を目的とする。 

研究の方法 
診療録より調査項目を抽出し、再入院の有無や再入院までの日数に影響を与え

る因子を評価する。 

研究に用いる試料・

情報の種類 

試料：用いない 

情報：電子カルテに記載のある診療記録、再入院とその理由、死亡とその理由、

検査値、入院前常用薬・併用薬、身長・年齢・体重・性別、既往歴・併存疾患、

入院時の腎機能異常、入院時の HbA1c、滞在期間、運動療法の有無、サプリメ

ントの有無、日常生活における服薬サポートの有無（独居、家族、施設）、服薬

遵守状況 等 

個人情報の取扱い 

情報は薬剤科の施錠可能な電子フォルダーで保存いたします。 

電子媒体は当院の診療端末（インターネットから切り離されたパソコン）内に

パスワード付きファイルで保存いたします。 

破棄の場合は電子媒体は専用のソフトウェアを用いて完全に削除いたします。 

患者さんを直接特定できる氏名や住所等の個人情報は、利用する情報から削除

いたします。 

また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、その際も患者さんを特定

できる個人情報は利用しません。 



 

お問い合わせ先 

＜当院の連絡先＞ 

地方独立行政法人 堺市立病院機構 堺市立総合医療センター 

所属：薬剤科 

研究責任者：辻 翔斗 

住所：大阪府堺市西区家原寺町 1丁 1番 1号 

TEL：072-272-1199(代表) 

作成日：西暦 2026年 6月 16日（  1.0版） 


